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事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

37
実績 37
目標

目標

実績

目標

実績

各地域のひと・自然・文化・歴史等を大切に
できる心情を育てるため

校

H21

実績値
単位指標設定の考え方

実績

H19 H20

評価者
氏　名

古城　正美 連絡先
22

(内線)

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

４５０３００

教育部学校教育課

終了年度 平成

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

4,00018,468

5,008

平成２１年度 計画内容

4,000 4,000

4,0004,000

特色ある学校教育推進事業委託料

4,000

5,008 5,008

目標

実績

目標 38
実績 38

1,008

特色ある学校教育推進事業 4,000

　 　

年度

7,655

　
特色ある学校教育推進事業委託料 5,885

関連事業
年度

　委託先

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

市内全小中学校児童生徒

（※対象件数 児童生徒７550人

根拠法令・要綱等

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

37

（例）
上野東小学校　「日本と外国のことをもっと知ろう」
上野西小学校「伊賀焼きの体験をしよう」
花之木小学校「農家の仕事を体験しよう」
島ヶ原小学校「地域の特色を知らせよう　島ヶ原のCM作り」
青山小学校「人と暮らし・自然・文化・歴史に学ぶ」
緑ヶ丘中学校　「ライフスキル教育」
島ヶ原中学校　「よもぎの学習」小中連携
阿山中学校　「福祉体験学習」などの学習の実施

市内の小中学校がそれぞれに自校の課題を把握し、地
域の特色を考慮した特色ある学校づくりに取り組んでいま
す。たとえば、地域の方々に聞き取りをしたり、地域の達
人をゲストティーチャーとして学校へ招いたりしています。
地域の歴史や文化を学ぶことで、地域を愛する子どもを
育成することにつなげています。

(千円)
特色ある学校教育推進事業校 36

豊かな体験活動推進事業委託料

委託
進
　
捗
　
状
　
況

年度

工事

事
業
内
容

開始年度 平成

事
業
目
的

基本計画該当頁

16

施　策

127

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

18,468

7

校

状
況
変
化
等

　

金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

37

　

平成１９年度 決算内容

自校の課題や地域の特色を活かした活動ができます。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容

3 校 1,770
37

18,468事業費計(A)
　 　

　 Σ

人件費（Ｂ） 0.1 人 1,008

19,476

人件費（Ｂ）

　

0.1

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

7,655

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 1,008 人 1,008

事業費計(A)

8,663

　

校
　 (千円) (千円)

4,000

　

0.1

Σ 4,000

4,000

　

人 1,008

　 　　
Σ

特色ある学校教育推進事業 36

　 　 　
事業費計(A) 　 4,000

4,000校

5,008

0.10.1 人 1,008 人件費（Ｂ）

教育総務費

　 　

　 (千円)
36 校

義務教育振興費

児童生徒指導経費

特色ある学校教育推進事業

4,000　 Σ

総合評価 事業の方向性

7

9676

3820

事業の成果を測る指標

地域の方や保護者を招いた活動
を取り入れている学校数

評価項目 ポイント

4,000

特色ある学校教育推進事業

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

各学校が「学校マニフェスト」で保護者や地域に公表し、創意工夫による特色ある教育・学校づくりを推進することで、そ
れぞれの学校がさらに活力ある、特色のある学校に変革しています。

各学校が、独自のテーマを設定し、テーマ実現へむけた事業を計画し、児童生徒の「生きる力」の育成に向けた授業づく
りができます。各学年の学習内容に応じて、校外学習に出向いたり、ゲストティチャーを招いたりなど、地域の特色を生か
した教育活動が展開されています。

市内各学校で、学校独自の特色ある事業が実施され、すべての学校で計画通り特色ある学校づくりが行われています。

各学校でより効率性のある事業に精選されてきています。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

人0.1

4,000
　 　
　 Σ

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

4,000 4,000
4,000

各学校が特色として計上している人権・同和教
育、学力向上、キャリア形成の経費を各事業に組
み替え、各学校の特色をより明確にし、効率化を
図る。

7,655
7,655

4,000

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 18,468

18,468

評価項目についてのコメント

効率性

3

4

必要性

有効性

4

3

達成度

改善についての取り組み

　

4,00035 校

事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 金  額単位単位 数量

区分

会計

項

名               称

815

31

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

特色ある学校教育推進事業

個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める
目

特色ある学校教育推進事業

コード 名            称

01

10

一般会計

教育費

12

01

03

102

37

37

目標

実績

36 36

H22

36

Ａ 現状維持
地域とのつながりを大事にし、様々な出会いや体験の機会を保障し、「生きる力」の育成を今後も継続して行います。そして、伊賀市が
目指す、学力の向上、人権・同和教育の充実、キャリア形成の推進の大きな柱に加え、学校独自の特色をより明確にし、効率的に特色
ある学校づくりを進めます。

目標値

目標 目標

実績

36
37

目標

実績

校

実績

特色ある学校教育実施校数

目標

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H19 H20 H21 H22

目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


